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の
畜
産
の
産
出
額
は
五
・
三
億
円
と
、
全
体
の
約
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。
島
内
で
は
年
三
回
（
四
月
・
七
月
・
一
一
月
）、
高た

か

千ち

家
畜
市
場
が
開
催
さ
れ
、年
間
約
三
〇
〇
頭
の
子
牛
が
素も

と

牛う
し

（
繁
殖
牛
と

し
て
育
成
す
る
前
の
子
牛
）
と
し
て
島
外
各
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
多
く
の
地
域
と
同
じ
く
、
佐
渡
も
少
子
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

の
た
め
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。畜
産
に
つ
い
て
も
同
様
で
、二

〇
〇
〇
年
に
一
三
二
戸
だ
っ
た
飼
養
戸
数
は
、
一
六
年
に
は
六
二
戸
に

ま
で
減
少
、
そ
れ
に
と
も
な
い
飼
養
頭
数
も
約
八
〇
〇
頭
か
ら
約
四
七

〇
頭
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
上
場
頭
数
は
三
〇
〇
頭

（
一
回
開
催
当
た
り
一
〇
〇
頭
）
を
下
回
る
状
況
と
な
る
な
ど
、「
佐
渡
産
子

牛
」
生
産
の
衰
退
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
鑑
み
、
市
場
の
維
持
や
和
牛
繁
殖
雌
牛
増
頭
を
目
指
し
、

二
〇
一
七
年
に
佐
渡
農
業
協
同
組
合
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
）
を
事
業
主
体

と
す
る
「
世
界
農
業
遺
産
の
島
〝
佐
渡
〟
畜
産
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。

繁
殖
基
盤
強
化
に
向
け
た

大
型
和
牛
繁
殖
支
援
施
設
の
建
設

�

新
潟
県
佐
渡
市
は
新
潟
市
の
西
約
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
面
積
約
八
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
東
京
二

三
区
の
約
一
・
四
倍
に
も
達
す
る
日
本
海
側
最
大
の
離
島
で
す
。
ト
キ

の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ほ
か
、昨
年
七
月
に
は
「
佐さ

ど
渡
島
の
金
山
」

が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
農
業
や
漁
業
が
営
ま
れ
主
要
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
渡
の
農
業
は
米
作
を
中
心
に
、
お
け
さ
柿
な
ど
の
果
樹
栽
培
も
盛

ん
で
す
。
二
〇
二
一
年
の
農
業
産
出
額
（
図
１
）
を
み
る
と
、
米
が
五
七

億
円
と
全
体
の
約
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
果
実
（
一
六
・
三
億

円
）、野
菜
（
四
億
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、古
く
か
ら
繁
殖
を
主

体
と
す
る
黒
毛
和
牛
の
優
良
な
子
牛
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
同
年

事 
例 

報 

告 

１

大
型
和
牛
繁
殖
支
援
施
設
に
よ
る

持
続
可
能
な
畜
産
の
実
現

佐
渡
農
業
協
同
組
合
営
農
振
興
課　

寺
田 

令
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「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」
に
取
り
組
み
、和
牛
子
牛
の
増
頭
を
図
る
機

能
と
と
も
に
、
地
域
の
担
い
手
育
成
や
規
模
拡
大
が
困
難
な
繁
殖
農
家

の
繁
殖
雌
牛
の
飼
養
受
託
と
し
て
の
機
能
な
ど
を
果
た
す
、
繁
殖
基
盤

強
化
を
目
的
と
し
た
大
型
和
牛
繁
殖
支
援
施
設
「
Ｃ
Ｂ
Ｓ
（Cattle�

Breeding�Station
）」
を
建
設
、
二
〇
一
八
年
七
月
二
〇
日
に
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。
な
お
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、
畜
産
農
家
を
は
じ
め
、

地
域
の
関
係
事
業
者
が
連
携
・
結
集
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
高
収
益
型
の

畜
産
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制
の
こ
と
で
す
。

Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
敷
地
面
積
は
四
万
二
八
九
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
収
容
可
能
頭
数
は
繁
殖
雌
牛
二
八
〇

頭
、
育
成
牛
一
六
〇
頭
、
哺
育
牛
六
〇
頭
、
分

娩
牛
三
〇
頭
、
隔
離
牛
三
〇
頭
で
す
。
牛
舎
七

棟
（
繁
殖
牛
舎
二
棟
、
育
成
牛
舎
二
棟
、
隔
離
牛
舎
な

ど
三
棟
）
の
ほ
か
堆
肥
舎
や
機
械
格
納
庫
、粗
飼

料
保
管
庫
な
ど
の
施
設
を
有
し
て
い
ま
す
。
労

働
力
は
、
当
初
の
計
画
で
は
八
～
一
〇
人
で
す
。

農
林
水
産
省
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用

し
た
こ
と
で
、
総
工
費
五
億
三
九
四
〇
万
円
の

う
ち
自
己
資
金
は
約
二
億
三
三
九
四
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｂ
Ｓ
で
は
、
繁
殖
牛
を
飼
養
し
素
牛
と
し

て
市
場
に
出
荷
、
預
託
に
よ
る
空
き
ス
ペ
ー
ス

図１　佐渡市の農業産出額（2021年）

を
利
用
し
た
繁
殖
牛
の
増
頭
、
研
修
生
の
受
け
入
れ
に
よ
る
担
い
手
の

育
成
、
高
能
力
牛
の
採
卵
・
受
精
卵
の
凍
結
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
農

作
業
受
託
組
織
）
に
よ
る
飼
料
イ
ネ
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
の
安
定
供
給
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
和
牛
農
家
、
酪
農
家
、
耕
種
農
家
が
佐
渡
産
飼
料
の

提
供
を
通
じ
て
連
携
し
、
和
牛
生
産
と
酪
農
振
興
、
収
入
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
施
設
（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
、
家
畜
市
場
、
生
乳
加
工
施
設
）CBS繁殖牛舎の様子。
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と
の
連
携
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
特
徴
の
あ
る
農
畜
産
業

の
振
興
と
地
域
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
研
修
施
設
と

し
て
の
側
面
で
は
、
稼
働
開
始
か
ら
現
在
ま
で
、
三
名
が
研
修
生
と
し

て
修
業
し
、
う
ち
二
名
は
、
和
牛
繁
殖
農
家
と
し
て
島
内
で
就
農
し
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
取
り
組
み
現
況

�

以
下
で
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
お
も
な
活
用
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

①
育
成
牛
・
成
牛
預
託
の
受
け
入
れ

牛
預
託
の
受
け
入
れ
は
、
市
営
牧
場
が
閉
牧
す
る
冬
季
（
一
一
月
～
翌

四
月
）
に
集
中
し
ま
す
。
特
に
冬
季
は
、
農
家
が
市
営
牧
場
下
牧
後
の

妊
娠
牛
の
分
娩
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
受
け
入
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
ま
す
。
通
常
期
は
、
飼
養
農
家
が
管
理
で
き
な
い
諸
々
の
事
由
が

あ
る
場
合
に
受
け
入
れ
て
い
る
形
で
す
。

毎
年
三
～
四
戸
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
預
託
頭
数
は
一
戸
当
た
り
三
～

五
頭
で
、
飼
養
す
る
全
頭
を
預
託
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
預
託
牛

の
分
娩
は
、
自
宅
で
の
分
娩
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
万
が
一
の
際

に
は
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
職
員
が
立
ち
会
う
た
め
、
活
用
す
る
農
家
に
と
っ
て
利

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

育
成
牛
の
預
託
受
け
入
れ
月
齢
は
、
離
乳
後
三
カ
月
齢
か
ら
行
な
っ

て
い
ま
す
。
出
荷
月
齢
は
八
～
一
〇
カ
月
で
す
。

図2　世界農業遺産の島 “佐渡” 畜産推進協議会の概略
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②
給
与
飼
料
お
よ
び
飼
養
管
理

繁
殖
牛
に
給
与
す
る
粗
飼
料
の
中
心
は
、
島
内
産
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
牧
草

サ
イ
レ
ー
ジ
（
イ
ネ
科
主
体
の
粗
飼
料
）
を
使
用
し
て
お
り
、コ
ス
ト
は
あ

る
程
度
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
育
成
牛
に
与
え
る
お
も
な
飼

料
は
輸
入
乾
牧
草
と
な
っ
て
お
り
、
飼
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
点
で
、
島
内
で
の
牧
草
生
産
が
コ
ス
ト
削
減

の
解
決
策
で
す
が
、
土
地
や
労
働
力
の
制
約
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飼
養
管
理
上
の
特
徴
と
し
て
、「
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
（
体
温
セ
ン
サ
ー
を

用
い
た
雌
牛
の
体
温
の
遠
隔
監
視
）」
と
「
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
（
牛
の
健
康
管
理

ア
プ
リ
）」
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
分
娩
牛
舎
に
は
六
台
の
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
前
者
の
体
温
変
化
の
監
視
に
よ
る
「
段
取
り

通
報
」「
駆
け
つ
け
通
報
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、分
娩
管
理
に
大
い
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、後
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
「
発
情
の
発
見
」

と
「
個
体
管
理
」
を
行
な
い
、
こ
の
情
報
を
関
係
機
関
と
も
共
有
し
て

い
ま
す
。

Ｃ
Ｂ
Ｓ
で
生
ま
れ
た
子
牛
は
、
基
本
的
に
人
工
哺
育
を
行
な
っ
て
お

り
、
分
娩
後
一
〇
日
間
は
親
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
す
。
そ
の
後
、
分
離

し
哺
乳
舎
の
ロ
ボ
ッ
ト
区
へ
移
し
、
群
管
理
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
ミ
ル

ク
は
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
給
与
で
す
。
当
初
は
、
個
別
ハ
ッ
チ
で
の

管
理
も
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
哺
育
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
飲

み
方
が
可
能
な
「
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
（
哺
乳
器
具
）」
で
飼
養
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
己
免
疫
へ
の
移
行
期
の
疾
病
が
減
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
餌
付
け
飼
料
を
見
直
し
、
哺
育
期
～
育
成
期
ま
で
給
与
可
能

な
配
合
飼
料
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
長
年
の
悩
み
だ
っ
た
離
乳
後
の
下

痢
が
解
消
さ
れ
、
子
牛
の
増
体
、
体
格
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

哺育舎で飼養される子牛たち（哺乳ロボット区）。
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保
で
き
る
」「
佐
渡
産
黒
毛

和
種
肥
育
牛
を
維
持
で
き

る
」「
酪
農
家
に
と
っ
て

は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
イ
ネ
の
生

産
に
よ
り
低
コ
ス
ト
で
の

粗
飼
料
供
給
が
可
能
と
な

る（
島
内
全
体
で
一
五
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
約
六
割
の
九

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
Ｊ
Ａ
佐
渡

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
受

託
）」
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
飼
養
戸
数
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
飼

養
頭
数
は
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
佐
渡
の
畜
産
振
興
に
一
定
の
効
果
が

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図
３
）。

特
に
飼
養
頭
数
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
稼
働
を
機
に
大
き
く
増
加
し
、
二
〇

二
四
年
三
月
に
は
、繁
殖
農
家
五
一
戸
で
黒
毛
和
種
九
一
六
頭
（
う
ち
三

一
四
頭
が
Ｃ
Ｂ
Ｓ
を
活
用
）
が
飼
養
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

肉
用
牛
の
一
貫
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
農
家
二
戸
と
Ｊ
Ａ
佐

渡
・
Ｃ
Ｂ
Ｓ
・
肉
用
牛
中
核
育
成
セ
ン
タ
ー
の
計
四
経
営
体
で
、
肥
育

牛
の
平
均
年
間
出
荷
頭
数
は
、
農
家
一
戸
当
た
り
二
～
三
頭
、
Ｊ
Ａ
佐

③
疾
病
対
策

分
娩
後
の
へ
そ
消
毒
の
徹
底
や
気
管
支
炎
予
防
措
置
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、分
娩
直
後
の
免
疫
対
策
（
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
製
剤
の
投
与
や
初
乳
製

剤
の
給
与
）、
一
日
齢
で
の
ワ
ク
チ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン
類
の
投
与
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
牛
の
肺
炎
予
防
の
た
め
に
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
、
敷
料
に
使
用
し
て
い
る
も
み
殻
や
お
が
粉
に
加
水
す
る

な
ど
、
粉
じ
ん
の
発
生
も
抑
制
し
て
い
ま
す
。

育
成
舎
に
は
、
細
霧
装
置
が
設
置
し
て
あ
り
、
消
毒
液
の
細
霧
散
布

に
よ
り
空
間
消
毒
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
預
託
牛
に
つ
い
て
は
、
牛
伝

染
性
リ
ン
パ
腫
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
陽
性
・
陰
性
を
問
わ
ず
受
け

入
れ
て
お
り
、
陽
性
の
牛
は
パ
ド
ッ
ク
な
ど
も
活
用
し
、
分
離
し
て
管

理
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
繁
殖
雌
牛
の
平
均
分
娩
間
隔
は
一
三
・
六
カ
月
（
目
標
一
二
・

五
カ
月
）
で
、生
産
率
の
向
上
が
課
題
で
す
。
基
本
で
あ
る
一
年
一
産
を

目
標
に
短
縮
す
る
こ
と
で
、
生
産
効
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

Ｃ
Ｂ
Ｓ
を
活
用
し
た
さ
ら
な
る
畜
産
振
興
へ
向
け
て

�

Ｃ
Ｂ
Ｓ
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
肉
用
牛
農
家
に
と
っ
て
は
、市

場
上
場
頭
数
の
増
加
に
よ
り
子
牛
の
購
買
者
離
れ
を
抑
制
で
き
る
」「
農

家
の
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
の
、
緊
急
の
際
の
牛
の
預
託
場
所
を
確

高千家畜市場での競りの模様。
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地
域
に
と
っ
て
は
、
既
存
農
家
が
牛
舎
を
整
備

し
、
増
頭
を
図
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
が
そ
の
拠
点
的
役
割
を
発
揮
す
る
こ

と
で
、将
来
的
に
は
農
家
の
戸
数
を
増
加
さ
せ
、ひ

い
て
は
農
家
に
支
え
ら
れ
る
Ｃ
Ｂ
Ｓ
と
な
る
こ
と

も
目
指
す
べ
き
姿
の
一
つ
で
す
。

こ
の
ほ
か
「
島
内
全
域
で
の
子
牛
の
生
産
率
向

上
を
目
指
し
た
分
娩
間
隔
の
短
縮
の
取
り
組
み
」

「
家
畜
市
場
へ
の
最
低
一
〇
〇
頭
の
上
場
頭
数
の

確
保
」「
今
後
も
持
続
可
能
な
佐
渡
産
和
牛
生
産
の

改
良
方
針
の
策
定
」「
研
修
生
の
受
け
入
れ
に
よ
る

新
規
就
農
者
の
確
保
」「
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
へ
の
佐
渡
の
産
地
と
し

て
の
取
り
組
み
の
明
確
化
」
な
ど
も
Ｃ
Ｂ
Ｓ
に
期

待
さ
れ
て
い
る
役
割
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

佐
渡
の
畜
産
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

■

寺
田 

令 
（
て
ら
だ 
り
ょ
う
）

一
九
七
八
年
新
潟
県
佐
渡
市
生
ま
れ
、佐
渡
高
等
学
校
卒
。二
〇
一
五
年
佐
渡
農
業
協
同
組
合
営
農

事
業
部
畜
産
振
興
課
入
組
。一
七
年
よ
り
Ｃ
Ｂ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
、二
四
年
よ
り
営
農
振
興
課
次
長
。

繁殖雌牛の増頭� CBS稼働5年後（2023年）の目標：500頭
2015年 2021年 2022年 2023年 2024年
306頭 539頭 524頭 559頭 582頭

市場上場頭数の拡大� 目標：400頭/年
2018年 2021年 2022年 2023年 2024年
267頭 357頭 373頭 366頭 333頭

WCS作付面積の拡大� 目標：143ha
2018年 2021年 2022年 2023年 2024年
44.4ha 151.0ha 157.2ha 171.4ha 187.3ha

図３　佐渡市における肉用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」を基に新潟県農林水産部にて集計
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渡
四
〇
～
五
〇
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
地
域
の
畜
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｗ
Ｃ

Ｓ
に
よ
る
耕
畜
連
携
を
実
現
し
、
和
牛
農
家
の
飼
料
費
の
削
減
や
労
働

負
担
の
軽
減
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ア
コ

ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
（
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
や
牧
草
な
ど
の
作
付
け
に
よ

る
畜
産
農
家
向
け
の
飼
料
費
削
減
、
収
穫
後
の
堆
肥
利
用
に
よ
る
さ
ら

な
る
耕
畜
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


